
　
「
21
世
紀
の
中
高
生
に
よ
る
国
際
科
学
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
２
０
１
５
）」
が

８
月
８
～
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
校
２

校
・
海
外
校
２
校
の
新
規
参
加
校
を
迎
え
、
国
内

外
７
か
国
28
校
か
ら
生
徒
２
１
５
名
、
教
員
48
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
２
０
１
５
で
は
、
4
日
間
の
会

期
中
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
デ
ィ
ナ
ー
や
国
際
文
化
交

流
、
基
調
講
演
や
口
頭
発
表
及
び
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
際
文
化
交
流
で
は
、
多
く
の
学
校
が
地

域
や
文
化
を
紹
介
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

い
、
見
て
い
る
人
も
巻
き
込
む
な
ど
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー

ビ
ス
校
の
柴
本
崇
行
教
授
が
、
多
く
の
日
本
人
研

究
者
が
科
学
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
実
例
を
挙

げ
、
こ
れ
か
ら
の
科
学
を
担
う
参
加
者
に
も
国
際

舞
台
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
大
学
の
研
究
者
を
審
査
員
に
招
い
て

の
口
頭
発
表
や
参
加
者
同
士
の
自
由
闊
達
な
議
論

が
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、生
徒
た
ち
は
、

互
い
の
発
表
を
評
価
し
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
研

究
を
見
る
目
も
養
い
ま
し
た
。

　

静
岡
理
工
科
大
学
の
教
員
が
講
師
を
務
め
た
国

際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
坂
を
で
き
る
だ
け

ゆ
っ
く
り
上
る
な
ど
の
ル
ー
ル
設
定
の
下
で
ミ
ニ

四
駆
を
製
作
し
、
競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
国

混
成
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
科
学

の
議
論
を
英
語
で
こ
な
し
、
じ
っ
く
り
と
課
題
に

取
り
組
む
中
で
、
国
を
超
え
た
一
体
感
が
生
ま
れ

た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
２
０
１
５
が
も
た
ら
し
た
臨
場

感
は
、
生
徒
た
ち
の
こ
と
ば
の
壁
を
取
り
払
っ
て

友
情
を
は
ぐ
く
み
、
今
後
の
研
究
や
科
学
的
探
究

活
動
を
頑
張
る
た
め
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
に
自
動
車
工
学
科
を
卒
業
し
大

学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
当
時
、
二
三
〇
名
中
、
四

年
制
大
学
に
現
役
で
進
学
し
た
者
は
、
私
も
含
め

て
僅
か
十
名
程
で
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
大
学

を
卒
業
し
て
父
親
の
経
営
す
る
会
社
に
入
り
、

様
々
な
部
署
で
働
き
ま
し
た
。

　

転
機
と
成
っ
た
の
は
、平
成
元
年
か
ら
二
年
間
、

産
業
技
術
専
門
学
校
の
自
動
車
科
の
講
師
を
し
た

時
の
事
で
し
た
。
学
生
に
教
え
る
事
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
「
天
職
」
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
三
年
に
一
念
発
起
し
て
、
大
学
の
教

職
課
程
の
聴
講
生
と
な
り
、
一
年
か
け
て
高
校
教

諭
数
学
一
種
を
取
得
し
ま
し
た
。（
既
に
高
校
教

諭
工
業
二
級
は
取
得
し
て
い
た
）

　

平
成
四
年
に
、
以
前
か
ら
話
が
あ
っ
た
静
清
工

業
高
校
へ
四
十
一
才
で
採
用
さ
れ
、
学
年
主
任
、

機
械
科
長
を
最
後
に
六
十
才
で
定
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
し
て
四
年
間
非
常
勤
講
師
を
務
め
昨
年
三

月
に
退
職
し
ま
し
た
。
今
迄
の
人
生
の
経
験
を
生

か
し
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、

五
月
に
人
生
の
生
き
方
講
座
「
未
来
塾
」
を
創
設

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
教
科
を
教
え
る

前
に
世
の
中
の
仕
組
み
や
成
り
立
ち
、
人
生
の
生

き
方
を
教
え
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

　

物
が
溢
れ
て
い
る
便
利
な
こ
の
時
代
、
高
校
生

の
多
く
は
、
将
来
の
夢4

や
目
標
4

4

を
持
っ
て
い
な
い

の
が
実
状
で
す
。
学
生
時
代
に
幅
広
く
学
び
多
く

を
経
験
す
る
事
が
成
功
へ
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
年
代
の
違
う
人
達
と
出
会
え
る
場

で
あ
り
ま
す
。
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
機
会

で
あ
り
、
ま
た
、
財
産
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

期
長
を
中
心
に
皆
で
協
力
し
て
同
窓
会
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
！
き
っ
と
新
し
い
何
か
が
見
え
て
き

ま
す
。
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会 

長　

平
井　

一
史

オ
ー
ル
静
岡
北
高
等
学
校

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
へ
の

抱
負
も
新
た
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
の
発
行
も
早
い
も
の
で
十
八
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
窓
会
は
一
九
六
六
年
（
昭

和
四
十
一
年
）
の
一
期
生
一
三
六
名
の
卒
業
生
と
共

に
ス
タ
ー
ト
、
昨
年
度
末
に
は
五
十
期
生
を
迎
え
総

数
一
八
、六
０
０
人
余
が
各
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
母
校
か
ら
巣
立
っ
た
多
く
の
同
窓
生
の
人
生

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
が
あ
る
事
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
時
、
共
に
学
ん
だ
同
期
や
恩
師
を
は
じ
め

多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
な

ど
、
そ
の
接
点
は
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
あ
り
ま

す
が
、
人
生
の
ひ
と
つ
の
糧
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
母
校
と
は
遠
く
に
あ
り
て
思
う
も
の
」
で
は
な

く
同
窓
会
開
催
な
ど
に
は
是
非
、
積
極
的
に
参
加
さ

れ
交
流
を
深
め
、
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
青
春
時

代
を
大
い
に
語
り
合
い
、
同
時
に
同
窓
会
会
員
が
社

会
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
が
一

段
と
母
校
が
輝
き
を
増
し
、
そ
れ
こ
そ
が
「
オ
ー
ル

静
岡
北
高
等
学
校
」
の
力
と
成
り
ま
す
。

　

今
後
も
一
層
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

静岡北高等学校同窓会

静岡北高校同窓会ホームページの住所変更ページより住所変更フォームで手続きを行ってください。

郵
便
局
に
よ
る
年
会
費
振
り
込
み
の
お
願
い

❸

※振込手数料は掛りません。
ご協力のほど宜しくお願い致します。記入例

2008年開催　11期〜15期同窓会

住所変更手続き

同窓会では下記の内容で同窓会開催の援助を
行っていますので、ぜひ活用ください。

同期会・同窓会の実施報告書 
 
静岡北高等学校同窓会 
会長 平 井 一 史 様 
 

                   報告者 
                        第  期生        

                      氏 名 
                       電話番号 

 
 
 
 このたび、同期会・同窓会を実施しましたので、ご報告します 
 

第   期生 
実施期生 

第  期生 ～ 第  期生 

卒業期を記入してください。 
なお、合同の場合はこの欄の空白部

分に記入してください。 

参加人数 
（来賓含む） 

同期・同窓生数  来賓数 
 
      名      名 

参加人数を記入してください。 
なお、参加者名簿を添付するか 
別紙に記入してください。 

実施日時 平成   年   月   日 実施日時を記入してください。 

実施会場 
 
 
 

会場名と住所を記入してください。

同窓会補助金       名×２，０００円 
 
 補助金額        円 

補助金は同期・同窓生数を記入して

ください。 

注意事項 
・補助金の請求先は「静岡北高等学校同窓会」 
・補助金は同期・同窓生の参加者を対象に一人２，０００円です。 
  （例えば 参加者が３０名の場合の同窓会補助は６０，０００円です） 
・参加者名簿等がない場合は補助できませんので必ず提出してください。 
・クラス会への補助は３年以内に再度実施される場合の補助はありません。 
・ この報告書の提出は実施後１週間以内に同窓会事務局へ提出してください。 
       420-0911   静岡市瀬名５－１４－１ 
             静岡北高等学校同窓会事務局 行き 
       ＴＥＬ   054-261-5801 
       ＦＡＸ      054-262-5573 
 
   ＊ 不明な点やご質問等がありましたら同窓会事務局に問い合わせください。 

 
 ＊同窓会年会�のご����しくお�いします 
 
 

記入例

◦同窓生の連絡先、出欠用ハガキ代、住所ラベルの印刷
◦１人2,000円の補助

北風　太郎

北風会館

054-261-5801

10

10

10 12

30

30

60,000

28 1 3

2

お申込みは北高事務局まで

同
窓
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

四
期
生　

長
谷
川　

博
道

●❷
●❶



　

平
成
27
年
３

月
、
静
岡
北
高
等

学
校
50
期
生
３
９

３
名
が
卒
業
し
、

卒
業
生
数
は
１

８
、
６
０
０
人
余

と
な
り
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
の
御
努

力
・
御
支
援
が
あ

り
、
半
世
紀
を
超

え
る
静
岡
北
高
等

学
校
の
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
と
受
け
止

め
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
生
総
代
を
務
め
た
宮
田
修
輔
（
写

真
左
）
君
が
、
本
校
の
歴
史
上
で
初
め
て
東
京
大

学
に
合
格
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
る
飛
躍
」
を
誓
い
、
更
な
る
発
展
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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栄
え
あ
る

50
期
生
と
し
て

50
期
生
　
　
　

望
月
　
淳
史

双
子
で

一
級
自
動
車
整
備
士
へ
の
挑
戦

46
期
生
　
渡
辺
　
裕
貴

渡
辺
　
優
姫

国
家
一
級
自
動
車
整
備
士
に
な
る
ま
で

渡
辺　

裕
貴

　

憧
れ
の
国
家
一
級
自
動
車
整
備
士
に
な

る
為
、
高
校
生
活
で
は
、
特
に
理
数
系
に

力
を
入
れ
勉
学
に
励
ん
だ
。
中
で
も
一
番

自
分
の
中
で
辛
か
っ
た
の
が
物
理
の
内
容

で
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
り
、
な
ぜ
そ
の
現
象
が
起
こ
る
の
か

を
、
自
分
な
り
に
ま
と
め
て
、
理
解
す
る

の
に
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
事
も
あ
っ

た
。
そ
ん
な
時
、
周
り
に
い
る
仲
間
に
聞

い
た
り
し
て
、
互
い
の
分
か
ら
な
い
所
を

共
有
し
合
っ
て
、共
に
理
解
し
て
い
っ
た
。

こ
の
流
れ
が
、専
門
に
行
っ
て
も
続
い
て
、

理
解
で
き
な
い
所
は
周
り
の
仲
間
へ
相
談

し
、
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
事
で
北
高
か

ら
の
一
級
自
動
車
整
備
士
百
％
が
実
現
し

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
家
一
級
自
動
車
整
備
士
と
し
て

渡
辺　

優
姫

　

北
高
生
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私

は
今
、
念
願
で
あ
っ
た
国
家
一
級
の
自
動

車
整
備
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
私
が

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
多
く
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で
も
静
岡
北

高
校
の
先
生
方
の
支
え
は
大
変
大
き
な
も

の
で
し
た
。
授
業
は
勿
論
の
こ
と
、
進
路

の
こ
と
ま
で
沢
山
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

同
時
に
沢
山
迷
惑
も
掛
け
て
し
ま
い
ま
し

た
ね
。
私
の
わ
が
ま
ま
で
、
夜
遅
く
ま
で

勉
強
に
付
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
先
生
も
中

に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
思
え
ば
迷

惑
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
に
、
文
句

一
つ
漏
ら
さ
ず
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
そ
の

先
生
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
社
会
に
し
っ
か

り
と
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
頑
張
る
が
好
き
を
胸
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
②

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
①

★
ゴ
ル
フ
部

　

稲
葉 

七
海

　

Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー

　

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ

　

レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク�

出
場

　

静
岡
県
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会�

優
勝

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会�

個
人
20
位

★
空
手
道
部

　

女
子

　

第
34
回
全
国
高
等
学
校

空
手
道
選
抜
大
会

個
人
組
手
３
位　

菊
池
瑞
希

ベ
ス
ト
16　

岩
瀬
菜
緒

　

全
日
本
選
考
会

　
（
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ド
）

個
人
組
手　

土
屋
詩
央
（
代
表
）

菊
池
瑞
希
（
代
表
）

　

第
62
回
東
海
高
等
学
校総合

体
育
大
会

組
手
１
位　

岩
瀬
菜
緒

２
位　

菊
池
瑞
希

団
体
組
手
２
位

　

第
37
回
東
海
地
区空手

道
選
手
権
大
会

組
手
１
位　

菊
池
瑞
希

　

第
42
回
全
国
高
等
学
校

空
手
道
選
手
権
大
会

個
人
組
手
３
位　

菊
池
瑞
希 

　

和
道
会
ワ
ー
ル
ド
大
会
２
０
１
５

個
人
組
手
１
位　

谷
津
倉
吏
音

　

第
51
回
全
国
和
道
会

空
手
道
選
手
権
大
会

個
人
組
手
１
位　

谷
津
倉
吏
音

　

男
子

　

松
濤
連
盟
全
国
空
手
道
大
会

高
校
男
子
団
体
組
手　

３
位

★
自
転
車
競
技
部

　

松
本 

京
太

　

全
国
高
校
総
体　

出
場

　

イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル

パ
ー
シ
ュ
ー
ト　

５
位

ク
ラ
ブ
活
動
実
績

校 

長　

葊
住　

雅
人

　

同
窓
会
の
皆
様
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年
中
は
、母
校
の
後
援
を
目

的
と
し
た
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。生
徒
及
び
教
職
員
に
代
わ
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、五
一
一
人
の
新
入
生
を
迎
え

入
れ
、全
校
生
徒
一、三
三
九
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
私
立
高
等
学
校
が
定
員
充
足
に
苦
し
む
中
、本
校
は

二
年
連
続
で
定
員
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
を
選
ん
で
入
学
し
て
き
て
く
れ
た
生
徒
の
中
に
は
、

皆
様
の
御
子
息・御
息
女
や
お
孫
様
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た「
た
す
き
」が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
、教

職
員
一同
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。こ
の
う
ち
三
四
七
人
が

ま
も
な
く
皆
様
の
仲
間
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
が
成
人
し
て
社
会
で

活
躍
す
る
頃
に
は
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
や
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
等
に
よ
り
、社

会
や
職
業
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
厳
し
い
挑
戦
の
時
代

を
乗
り
越
え
、伝
統
や
文
化
に
立
脚
し
、高
い
志
や
意

欲
を
持
つ
自
立
し
た
人
間
と
し
て
、他
者
と
協
同
し
な

が
ら
価
値
の
創
造
に
挑
み
、未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、「
明
治
以
来
の
大
改

革
」、「
戦
後
最
大
の
改
革
」と
も
言
わ
れ
る
日
本
の
教

育
制
度
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
、文
部
科
学
省
を
中

心
と
す
る
教
育
関
係
機
関
に
よ
って
行
わ
れ
ま
す
。

　

静
岡
北
中
学
校・高
等
学
校
と
し
ま
し
て
は
、来
る
べ

き
改
革（
改
訂・改
組
）に
教
職
員
一
丸
と
な
り
鋭
意
対

応
し
、ジ
ャ
パン・ウ
ェ
イ
な
ら
ぬ
シ
ズ
キ
タ・ウ
ェ
イ（
静
岡

北
独
自
の
教
育
）を
も
っ
て
、そ
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
す
る
中
で
、メ
ン
ド・イ
ン・ジ
ャ
パン
な
ら
ぬ
メ
イ
ド・

イ
ン・シ
ズ
キ
タ
と
い
う
、建
学
の
精
神
で
掲
げ
て
い
ま
す

「
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
」を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。今

後
と
も
皆
様
の
、御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、会
員
の

皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
シ
ズ
キ
タ
・
ウ
ェ
イ
」
そ
し
て　

　
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
シ
ズ
キ
タ
」

夢
の
実
現
に
向
け
頑
張
る
が
好
き

50
期
生
卒
業

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

栄
え
あ
る
第
50
期
同
窓
会
期
長
に
な
り

ま
し
た
望
月
淳
史
で
す
。

　

私
は
い
ま
、
専
門
学
校　

静
岡
工
科
自

動
車
大
学
校
の
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
科
で
は

４
年
間
車
の
勉
強
を
し
、
将
来
は
一
級
自

動
車
整
備
士
と
し
て
社
会
に
出
ま
す
。
専

門
学
校
は
同
じ
夢
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り

一
緒
に
学
び
ま
す
。
高
校
や
大
学
と
は
違

う
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
、
何
よ
り
も
好
き

な
こ
と
を
勉
強
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
学

校
は
車
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車
か

ら
高
級
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、
そ
れ
に
現
在
増

え
つ
つ
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
な

ど
、
最
新
の
車
を
教
材
車
と
し
て
取
扱
っ

て
い
ま
す
。
日
々
進
化
し
て
い
く
自
動
車

業
界
の
一
員
と
な
れ
る
よ
う
準
備
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

在
校
生
の
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
の
大
ま
か
な

進
路
を
、
３
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
静
岡
北
高
校
の
先
生
方
は

み
な
さ
ん
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
ま

す
。
自
問
自
答
で
も
い
い
で
す
が
、
先
生

方
に
相
談
し
て
み
る
と
、
新
た
な
発
見
が

出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
静
岡
北

高
校
で
の
生
活
か
ら
今
の
進
路
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
高
校
を
卒
業
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

提供：朝日新聞社

東京大学合格

50
期
生宮

田　

修
輔

　
「
当
た
り
前
の

環
境
で
い
い
の

か
！
」
担
任
の
こ

の
一
言
が
「
何
か

や
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
、
私
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
後
押
し
、
静
岡
北
高
校
へ
の

進
学
を
決
意
さ
せ
、
人
生
の
転
機
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
校
入
学
後
は
、“
東
京
大
学
合
格
”
と

い
う
目
標
を
定
め
、
学
習
に
打
ち
込
み
ま

し
た
。
正
直
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
と
の
交
流
が
と
て
も
刺
激
と
な
り
ま
し

た
。そ
ん
な
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、「
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
そ
し

て
自
分
の
た
め
に
も
、
絶
対
に
夢
を
叶
え

よ
う
！
」
と
、
意
欲
が
高
ま
り
、
前
進
す

る
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
国
際
経
験
を
積
み
、
国
家
レ
ベ

ル
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ

り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
国
際
会
議
の

場
に
お
い
て
、
他
国
の
政
治
家
と
の
交
渉

に
、
自
分
の
力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

専 修 学 校
静岡産業技術専門学校 43
静岡デザイン専門学校 10
静岡インタ－ナショナル・エア・リゾ－ト専門学校 2
専門学校 静岡工科自動車大学校 25

専修学校計 119

就　　職
イハラニッケイ化学工業(株) 1
サンリツ工業(株) 1
ジャトコ(株) 1
しずてつジャストライン(株) 1
田辺商事(株) 2
(株)中島屋ホテルチェ－ン 1
日本軽金属(株)清水工場 1
(株)ノダ清水事業所 2
日立アプライアンス(株)清水事業所 1
(株)ワイ・エム・ケ－ 1
陸上自衛隊 2

就職計 35

国 公 立 大 学
東京大学 1
北海道大学 1
東北大学 1
九州大学 1
千葉大学 1
金沢大学 1
広島大学 1
静岡大学 2
静岡県立大学 8
静岡文化芸術大学 1
北見工業大学 1
室蘭工業大学 1
秋田大学 1
茨城大学 1
群馬大学 1
新潟大学 2
山梨大学 6
信州大学 3
高知大学 1

横浜市立大学 2
前橋工科大学 1
都留文科大学 3
富山県立大学 2
下関市立大学 1
高知県立大学 1
福岡県立大学 1

国公立大学計 46

私 立 大 学
早稲田大学 1
慶應義塾大学 1
上智大学 1
東京理科大学 1
青山学院大学 1
中央大学 3
法政大学 7
明治大学 1
立教大学 1
立命館大学 5

関西大学 1
駒澤大学 1
芝浦工業大学 5
順天堂大学 3
専修大学 1
東京薬科大学 2
東洋大学 2
獨協大学 1
日本大学 14
明治学院大学 1
神奈川大学 16
静岡理工科大学 59
常葉大学 91
中京大学 3
名城大学 3
京都外国語大学 1
京都産業大学 1
龍谷大学 1

私立大学計 362

主
な
進
路
先


